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早刈り向けいぐさ品種「夕凪」の畳表加工特性

早刈り向けいぐさ品種「夕凪」（系統名：有明５号）は、「岡山３号」に比べ部分変色茎
が少なく、丈夫で硬い感触で良質の畳表が製織可能である。

農業研究センターい業研究所加工研究室（担当者：森﨑和義）

研究のねらい

いぐさ新品種「夕凪」（系統名：有明５号）は部分変色茎が少なく丈夫であり、この特性を
十分に生かした早刈り栽培での良質畳表生産に向け、その加工特性を解明する。

研 究 の 成 果

１．「夕凪」の茎の太さは1.31mmで、「岡山3号」（1.34mm）と同等である（データ略）。

２．「夕凪」の茎の硬度は７５％で、「岡山３号」（７０％）より高い（図１）。

３．５００本当たり織り幅は、長い（１２０cm以上）、中い（１０５～１２０cm）とも、茎の
硬度に比例し、「夕凪」が「岡山３号」より幅広く製織できる（図２）。

４．「夕凪」は「岡山３号」より茎及び畳表ともに摩耗に強く、丈夫な畳表が製織できる（図
３，４）。

５．畳表の評価では、「夕凪」が「岡山３号」より色調及び品位に優れ、総合評価が高い（図
５）。

６．「夕凪」は「岡山３号」より短い時間で良質な畳表が加工可能である（データ略）。

普及上の留意点

１．茎の硬度が高いので畳表加工に当たっては莚面の滑らかさを確保するため、カシ水量に注
意して加工する必要がある。

２．元白が長くなることがあるので、原草選別時と製織時に元白部分が莚面に混入しないよう
注意して選別・加工する必要がある。



【具体的データ】 No.322（平成19年7月）分類コード05-07 熊本県農林水産部

図１ 茎の硬度（％） 図２ ５００本当たり製織幅 (cm)

図３ 茎の摩耗量 (500回：mm) 図４ 畳表の摩耗量 (500回：mm)

図５ 畳表の品質評価 (標準点：3.00)
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